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介護・医療連携推進会議 記録 

平成 27年度 第三回 介護・医療連携推進会議 記録 

 

 事業所情報 

法人名 株式会社エイプレイス 

事業所 エイプレイス新宿 

 

 開催日時・場所 

日時 平成 28年 1月 28日 (木) 14:30～15:30 

場所 エイプレイス新宿 会議室 

 

 参加者（順不同） 

NO 所属（役職） 氏名 

1 早稲田南町町内会（会長） A様 

2 訪問看護事業所 ホームケア新宿（管理者） B様 

3 訪問看護事業所 ホームケア中野（管理者） C様 

4 白十字訪問看護ステーション（所長） D様 

5 白十字訪問看護ステーション（ケアマネジャー） E様 

6 なでしこ園（ケアマネジャー） F様 

7 セコム訪問看護ステーション（所長） G様 

8 セコム訪問看護ステーション（課長） H 様 

9 Zアミーユ（担当マネージャー） I様 

10 株式会社エイプレイス 介護事業部（部長） 市川 佳也 

11 株式会社エイプレイス 介護事業部（サービスアドバイザー） 山本 八寸代 

12 エイプレイス新宿（管理者） 植木 富生 

13 エイプレイス新宿（アドバイザー） 山本 星矢 

 

 議事 

NO 議事内容 

1 地域における介護及び医療の現状と課題 

2 チーム型定期巡回の説明 

3 チーム型定期巡回の事例 
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介護・医療連携推進会議 記録 

 記録 

議事 1 地域における介護及び医療の現状と課題 

 ≪早稲田南町町内会 会長 A様より 民生委員の報告に基づく地域における課題点≫ 

・民生委員さんの働きが大きく、地域の高齢者(特に独居)の方の、家の電気がついているかど

うかで安否確認等を行っている。 

・認知症により要介護状態となるが、家族が面倒を見られないため施設入所を検討。しかし、

費用面の問題で入所へ踏み切ることが出来ず、ご本人・ご家族ともに負担が大きい状態が続

いている。 

・災害が起きた際、独居の方・老老介護の方が安全に避難できるかが気がかりである。 

・“介護を必要としている人がいる”ということが分かった場合でも、どういった手順で介護

保険サービスの利用まで繋げればいいのか分からない。 

議事 2 チーム型定期巡回の説明 

 ≪チーム型定期巡回のメリット≫ 

・マンパワー不足への対策。 

⇒新宿区内全域を対象に定期巡回サービスを行うにあたり、指定訪問介護事業所と委託契約

を結ぶことで、マンパワー不足への対策とする。 

また、地域の人材を地域で使うことによる“地域包括ケアシステムの構築”にも繋がる。 

・馴染みの関係を保持。 

⇒定期巡回へのサービス移行時に、既存の訪問介護事業所と委託契約を結び、継続してサー

ビスに入ることでなじみの関係を保持。 

 

≪チーム型定期巡回 サービス開始までの流れ≫ 

【エイプレイスからのプラン】 

① エイプレイスで定期巡回を利用されている方のサービスを、ご自宅周辺の訪問介護事業所

へ委託。 

② 利用者情報の共有。 

③ 介護技術・定期巡回のサービス理解・業務支援システム SmaCare操作等の各種研修。 

④ 同行訪問。 

⑤ 継続的なバックアップ体制。 

 

【訪問介護事業所からのプラン】 

① 訪問介護利用の方の定期巡回へのプラン変更。 

② エイプレイスへの定期巡回依頼。 

③ 利用者情報の共有。プラン・手順書の見直し。 

④ 介護技術・定期巡回のサービス理解・業務支援システム SmaCare操作等の各種研修。 

⑤ 同行訪問。 

⑥ 継続的なバックアップ体制。 

Ex)日中・夜間の随時対応、夜間の定期訪問のみエイプレイス対応。 
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介護・医療連携推進会議 記録 

議事 3 チーム型定期巡回の事例 

 委託契約済み訪問介護事業所：3事業所 

 

エイプレイスからのプラン：3件 

訪問介護事業所からのプラン：1件 

 

いずれも 2月 1日からスタート予定。 

現段階では、利用者情報の共有とプランや手順書の見直しを中心に、業務支援システム

SmaCareの操作マニュアル等の作成に取り組んでいる。 

 

詳細な支援経過等については次回の介護・医療連携推進会議にて発表予定。 

 

議事録作成 山本 星矢 

 

以上 


